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標本館

標本館は、明治9年に東京医学校（現東京大学医学部〉
本館として本郷の日加賀藩邸に建築され芝もので、木造二

階建、捜瓦葺きで明治時代の西洋式木造建築の特徴をよく

残している建物である。昭和44年に小石川檀物圏内に移築
され、現在学術情報センターの一部ガ使用している。

ま芝、明治時代の貴重な建物として、昭和45年に国の重
要文化財に指定されている。
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ごあいさつ

学術情報センターは、平成元年4月、発足以来早くも満3年を迎えました。その閏に、

学術審議会の答申に盛られた役割、並びに発足当初与えられた使命に対し、共同分担目録、

情報模索、データベース形成の3大事業の開発と運用を中山として、それを支える研究開

発、各種機関との連絡調整、要員の教育訓練等、多様な課題がそれぞれ育機的に結び伺き

ながら実現に向ガい始め、学術情報システムの発展に、足並みを揃えて遭進することが出

来るようになりました。この3年間、こうしだ順調な発育を遂げ得ましだのも、文部省当

局を始め、学術情報システムを構成する各機関、及び内外の各種委員会委員等、関係各位

の皆様の御支援の賜であり、あらだめて厚＜御礼申し上げます。

学術情報センターにとって、わガ園の学術情報の国際流通のだめの機関として機能する

ことは、その使命に鑑みてかねてからの念顕でありましたが、去る平成元年1月、米国国
立科学財団 CNSF）にその最初の海外ノードを設置し、オンラインによる情報横索サー

ビスと、電子メールサービスを開始するに至りましだ。平成元年度は、更に英国図書館と

の接続を予定しています。海外における研究情報の拠点的な機関に必要な通信機器と漏末

機を備え、これを海外ノードとして国際専用回線で学術情報センターと接続し、このノー

ドを介して海外各地の研究者に学術情報サービスを提供できだ時に、真に国際的な情報流

通時代ガ始まります。

昭和63年度にはまだ、園内の学術情報ネットワークも一段と充実され、合計憾のノード

機関ガ整備され、ノード大学のパケット多重化装置を介して周辺大学も多数接続されるよ

うになりましだ。これと並行して学術情報センターは、電子メールシステムの運用を開始

し、研究者ガ直接情報受換をする道を開くことができました。

こうしたインフラストラフチャーの整備に伴って、データベース事業も？段と進展しま

しだ。これまでに提供してきだデータベースのそれぞれについて、データ件数を増やしな

がら運用を進め、登録、利用とも順調に延びています。学術情報センターで提供する情報

模索サービスのデータベースは、海外からの導入とセンターで作成しだ二次情報や全文の

データベースを始め、目録所在情報サービスで参照され、形成される機械可読目録類等を

含む多様なものですガ、これに更に、圏内の他機関で作成されだデータベースの公開運用

も本来の使命であり、これからこの課題に取り組みます。一方、あらだな作成分を含め、

センターでのデータベース形成に更に力を入れて参ります。

目録所在情報サービスは、参加図書館数、図書の書誌 ・所蔵件数、雑誌の書誌・所蔵件

数の全てにわだって確実な延ひ．を男せていますが、既接続館の端末数の追加増設が新規接

続館のそれを上回るなど、大学内での共同分担目録業務の定着も進んでいます。平成元年

度からは、学術雑誌総合目録の和文編新版の芝めのデータベース形成ガ始まります。

発足後4年目を迎え、学術情報センターー岡、あらだな決意で使命の実現に向けて努力

を傾ける所存でありますので、関係各方面の一層の御指導、御支援を切に御願い申し上げ

る次第であります。

平成元年4月 学術情報センター所長 猪瀬 博



沿革

48 .10. 31 学術審議会第3次答申（学術振興に関する当面

の基本的施策〉において、基本的施策として、

「学術l情報の流通体制の改善について」提言

51. 5 .10 東京大学情報図書館学研究センター発足

53.竹.28 文部大臣から学術審議会に対し「今後における

学術情報システムの在り方について」諮問

55. 1 .29 学術審議会から「今後における学術情報システ

ムの在り方について」答申

学術情報システムの考え方と整備の方策等につ

いて提言

55.（～58) 文部省において「学術情報センターシステム開

発調査J 実施

56 .（～60) 文部省において「学術情報センタ－設置調査」

実施

58. 4. 1 東京大学文献情報センター（学内共同教育研究

施設〉設置

く同センターにおいて、目録・所在情報システ

ムの開発等を実施〉

59. 4. 1 東京大学文献情報センター（全国共同利用施設〉

に改組

61. 2.27 文部省において「学術情報センター設置準備協

力者会議」開催

61. 4. 5 学術情報センター〈全国大学の共同利用機関〉

設置

東京大学文献情報センター廃i上

業事

55. 4. 7 学術雑誌総合目録人文・社会料学欧文編データ

ベース編集事業完了

55. 8.25 「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編（1980

年版〉」干u行

55.竹.13 学術雑誌総合目録個別版部気テープサービス開始

56. 7.25 「学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編変遷

マップJ 刊行

57. 3.竹 学術雑誌総合目録欧文編1982年補遺版データベ

ース編集事業完了

57. 3.30「東京大学情報図書館学研究センタ一紀要」創刊

57. 7.20 学術雑誌総合目録データベース・オンライン検

索システムTOOL-ULP公開

59. 3. 1 コンピュータ・システム CHITAC M-280H) 

の導入

59. 3 .16 第オ回目録システム講習会の実施

59 .12. 21 東京大学文献l情報センターにおいて、目録・所

在l情報サービスを開始し、東京工業大学を皮切

りに参加大学を弧充

60. 6.30 学術雑誌総合目録和文編のデータベース編集事

業完了

60. 8.20 「東京大学文献情報センタ一紀要」創刊

60 .12. 2 第qロデータベース実務研修の実施

61 . 3 .10 「学術雑誌総合目録和文編」刊行

61. 4. 5 科学研究費補助金研究成果概要データベース、

学位論文索引データベース及びデータベース・

ディレクトリの形成開始

61. 6.30 学術情報センタ－ニュース創刊

61. 8. 5 第1回学術情報センターシンポジウム開催

62. 1. 6新システム CHITAC M-680H）の導入

62. 3.24 「学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップ」刊行

62. 3.31 「学術情報センタ一紀要J 創刊

62. 4. 1 学術情報ネ 1ソトワーク運用開始

62. 4. 1 情報模索サービス開始

62. 5.21 学会発表データベースの形成開始

63. 4. 4 電子メールシステム・サービス開始

63. 4. 8 化学全文データベースの形成開始

元.1 .竹 学術情報ネットワークの国際接続（米国NSF)

元.3.23 「学術雑誌総合目録欧文篇」刊行

元.4. 1園際電子メール試行サービスの開始

2 



I 2.組織・機構 ［ 

学術情報センターは、国立大学共同利用機関として、国

立学校設置法施行令第ア条の2にJ学術情報の収集、整理

及び提供並びに学術情報及び学術情報システムに関する総

合的な研究及び開発」とその目的ガ記されている。事業及

び研究開発として次のものガ、ある。

3）図書館等による一次資料〈学術図書・雑誌等〉の体系的・

網羅的収集に対応して、図書・雑誌の目録・所在情報の形

成及び迅速・的確な提供サービス 4) 二次情報（書誌、

抄録、数値、画像等〉の迅速・的確な提供サービス 5) 

データベース形成の促進 6) 教育・訓練等。学術情報システムの計画・連絡調整 2) 学術情報及
び学術情報システムに関する総合的な研究及び開発

次に平成元年度の組織図を示す。

評議員会議

企画調整官

運営協議員会議

研究開発部長

〈教授・併任〉

職

所長

企画調整官

管理部
事務官、技官

事業部
事務官、技官
研究開発部
教授
助教授

助手

総

共同利用課長

システム管理課長

データベース課長

目録情報課長

学術情報研究系

研究主幹

（教授・併任〉

システム研究系

研究主幹

〈教授・併任〉

貝

数

3 

庶務係

人事係

国際受流係

「 総務係

課長補佐一斗一 経理係

ト 用度係
」施設・管財係

共同利用係

研修（系
情報・資料係

「 システム管理係

課長補佐一斗ー システム業務係

」 ネットワーク係

「 企画係

課長補佐一＋一文献データベース係

」 数値画像データベース係

人

図書目録情報係

雑誌目録情報係

情報図書館学研究部門

情報管理学研究部門

データベース研究部門

システム工学研究部門

ソフトウ工戸工学研究部門

ネットワーク工学研究部門

平成元年度

数

22 

33 

6 
6 
7 

76 
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学術情報システムは、人文、社会、自然科学の全分野の

学術情報を対象とし、全国の国公私立大学の参加のもとに、

学術情報センターを中山に、大学の大型計算機センター、

情報処理センター、図書館、国立大学共同利用機関等をコ

ンヒ。ユータとデータ通信網で結合し、大学等の研究者ガ迎1

要とする学術l情報を迅速・的確に提供する、全国的、総合

的な情報流通システムである。これはまだ、大学外の民間

東京大学附属図書館

東京大学大型計算機センター

よ週
高エネルギ一物理学研究所

4 

や諸外国の情報システムともリンクして、大学外の研究者

への情報提供も可能とするものである。主要な機能・サー

ビスとして次のものがある。。世界で生産される学術雑詩等一次l情報の網羅的収集と
その提供サービス

2) 全国の460に達する大学の図書館ガ、所蔵する図書約？

億4千万冊、及び190万種の雑誌の目録・所在情報データ

北海道大学

東北大学

東京大学

名古屋大学

京都大学

大阪大学

九州大学

大型計算機センター
十システムへの7フクセスポイント
2.特殊データベースサービス
3.大型計算機能

各大学等の
情報処理センタ一等

iシステムへの戸クセスポイント

2.特殊データベースサービス

総合情報処理センター・＂ 10
情報処理センター・・・・・・・・・43
データステーション......21 
など



ベースの形成とその迅速・的確な提供サービス

3) 大学、国立大学共同利用機関等で生み出される多様な

研究成果、数値データ、画像情報等のデータベースの形成

と模索サービス

4) 高度な学術情報の流通に最適なハードウ工戸の開発、

情報の管理・データベースの形成、・電子図書館等の研究開

発等総合的な研究開発

5) 他の情報システムと結合して、大学の育する先駆的、

独創的なl情報資源の、民間や国公立試験研究機関などの研

究者への提供サービス

6) 諸外国の情報ネットワークと接続の上で、我ガ国の大

学等の研究者の研究成果の海外への紹介

4年制大学
園立・・・・・・・・・96
公立・・・・・・・・・39
私立……・364 
放送大学…T
計 500
短期大学
国立・・・・・・・・・41
公立・・・・・・・・54
私立－……490
計 585
高等専門学校

国立・・・・・・・・・54
公立・・・・・・・・・・4
私立…・……4
計 62

各大学等の図書館

1.情報検索の窓口
2.一次情報の収集・提供
3.目録・所在情報の形成

研究者
1データベースの検索
2.特殊データベース形成
3.一次情報の作成

1.計画・連絡調整
2.学術情報に関する研究開発
3.目録・所在情報の形成・提供
4.情報検索サービス
5.データベース形成
6.教育訓練等

分野別外国雑誌センタ－

1.一次情報の網羅的収集・提供

2.目録・所在情報の形成
（医学・生物学系〉
大阪大学附属図書館中之島分館
東北大学附属図書館医学分館
九州大学附属図書館医学分館
〈理工学系〉
東京工業大学附属図書館
京都大学附属図書館
（農学系〉
東京大学農学部図書館
鹿児島大学附属図書館
〈人文・社会科学系〉
一橋大学附属図書館
神戸大学附属図書館

学会活動支援

活外とのデータベース受換・接続
など

1.一次情報の網羅的収集・提供
2.目録・所在情報の形成 直王ネルギ一物理学研究所

国文学研究資料館
国立極地研究所
宇宙科学研究所
国立遺伝学研究所
統計数理研究所
国際日本文化研究センタ一
国立天文台
岡崎国立共同研究機構
．分子科学研究所
・墓礎生物学研究所
．生理学研究所
国立民族学博物館
園立歴史民族博物館
肢送教育開発センタ一
大学入試センター

民
）



I 4.－学術情報ネットワークの形成

学術情報センターでは、研究者間での情報流通を促進す

るため、学術情報ネットワーク構築事業を行なっている。

これは高速ディジタル回線を使用して日本全国の大学、研

究機関を結ぶ研究者専用の情報通信ネットワークである。

大学問コンビュータ・ネットワーク CN-1）の基盤通信

路として、まだ大学図書館と学術情報センターを結ぶ図書

館ネットワークの通信路として利用される。まだ全国研究

者向けの学術情報データベースサービスや電子メール・サ

学術情報ネットワーク

63年度のネットワーク接続区間

既設接続区間（高速ディジタル回線）

九州大学

。
． 既設学術＇I育報ネットワークの設備（パケット多重化装置等）
元年度設置学術情報ネットワークの設備（ 同上 ） 

園 大型計算機センター

0 目前ノードの設備（ 同上

6 



ービスもこのネットワークを通じで行なわれる。現在、広

い範囲の研究者に簡便に利用していただけるよう、各大学

のキャンパス内通信網 CLAN）との接続や、国内外の他

ネットワーク・サービスとの相互接続を推進している。将

名古屋大学

~ 

ア

来は高速ディジタル回線の特徴を生かし、画像、フルテキ

スト、音声などを含めだマルチメアィ戸通信サービスヘ発

展することを横討している。

学術情報センター

パケット受換機



幽 CM似 H／附682H及びNECACOS1000) 

c，情報模索システム／目録所在情報システム〕
全国の大学等の研究者及び図書館に対しオンライン情報

模索サービスや目録情報サービスを提供するだめ、高性能

のコンピュータ・システムM-684H/M-682Hを設置し、大

規模データベース・サービスの諸要求lこ応えている。中央

処理システムは、 4台の命令プロセッサを内蔵するM-684

Hと2台の命令プロセッサを内蔵するM-682Hとを疎結合

しだマルチ・プロセッサ・システムである。更に、 IOP 

（内蔵型データベース・プロセッサ）！こより、高速のデータ

ベース処理ができる。フ戸イル・システムの主体となるの

は総容量645GBの強気ディスク装置群であり、大規模デー

タベースの蓄積を可能にしている。まだ半導体記憶装置〈｜

Cディスク〉や光ディスク等により、さまざまな種類のデ

ータ蓄積ガ可能である。漏末系には講習会、研究開発及び

データベース構築作業のだめに多数のワークステーション

を設置している。外部サービスを行う定めの通信制御シス

テムは、学術情報ネットワーク、 NTTのDD X網や公衆

電話網など各種通信メディ戸からの戸クセスに対応してい

る。

入出力システム

力一トリッシ．磁気テープ

J o o J 87'~"° 

磁気テープ

5台

画像入力装置

／／  
16ドット／nwn

レーザビームプリンタ

連続紙 2台

力ツト紙 2台

ファイル・システム

磁気ディスク

総容量 645GB
戸クセス時間 20ms 

中央処理システム

M-684H 
主記憶 1GB 
内蔵型データベース・

プロセッサCIDP）装備

〈目録所在情報システム）

館内ネットワーク（イーサネット） 10Mbps 

研究開発システム ｜ワークステーション等

E-7700 凶辺司 ロ64MB 

磁気ディスク｜
開発用ワークステーション

2050×65台 2020×竹台

8 

ICディスク

5GB 
0.3ms 

M-682H 

主記憶
ヤーー・世司a・・・・E

光ディスク

83GB 
250ms 

0.5GB 
内蔵型データベース・

プロセッサCIDP）装置

〈情報横索システム〉

自動運転装置

口 ロI c:::==:=> I 
目録用端末 光フ戸イル・システム

2020×59台 2台



速の電子ディスフ装置と大型の磁気ディスク装置を装備し

ている。更に、電子メールを集配信する通信ノードプロセ

ツサは、国際標準のプロトコルやN-1方式で学術情報ネッ

トワークをはじめとする各種通信メデイ戸と接続している。

（電子メールシステム〕

全国の大学研究者 ・職員に対し国際標準に準拠しだ電子

メール・サービスを提供するだめ通信機能の優れだ汎用大

型コンピュータACOS1000を設置している。多量のメッ

セージを一時蓄積し、回線を経由して送受信するだめに高

米国科学財団

申央処理システム通信制御

システム

パ
ケ
ッ
ト
受
換
網

学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

通信制御

システム

ACO Sシステム

1000/10 
主記憶 32MB 

481くbps×248kbps×6 

（

F
E
P）

5
台

フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド

・
プ
ロ
セ
ッ
サ

〈電子メールシステム〉

ファイル・システム

盛気ディスク

13.3GB 

通
信
ノ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

9600bps×2 

D
D
Xパ
ケ
ッ
ト
受
換
網

N
T
T
 

481くbps×4

128MB 

電子ディスク300bps×4 
1200bPS×8 

公
衆
電
話
網

300bps×10 
1200bps×14 
2400bps×10 

g 



I 6. 目録・所在情報サービス l 

（目録・所在情報システムと大学図書館〕

目録・所在情報サービスは、オンライン・ネットワーク

方式により全国規模の総合目録データベース〈図書／学術

雑誌〉を形成するシステムである。入力作業を効率的に行

うため、 0APAN/MARCやしC/MARCなどの標準的書

学術情報センター

参照MARC

⑦0APAN/MARC 
(1969年～〉

②T RC/MARC 
(1985年4月～〉

③しC/MARC(Boo ks) 
(1968年f月～〉

④U K/MARC 
(1950年～〉

⑤しC/MARC(S)
(1973年～〉

⑤しC/MARC(Name)
(1977年～〉

⑦GPO/MARC 
(1976年～〉

学総目（冊子体〉

図書目録

システム

雑誌目録

システム

学術雑誌総合目録
編集作業

誌データベースを参照するとともに、共同分担方式により、

図書館の目録作業の重複を防ぎ、省力化と処理の迅速化を

図ることができる。

大学図書館

オンライン入力

版
ピ
期
一
定
サ

オンライン入力

問版サービス

データシート
〈書誌・所蔵〉・ーーーー一一一

一 所蔵門

図書館OA

学
術
雑
務
総
合
目
録

全
園
調
査
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公衆電話回線

第2種
パケット受換網



（データベース構成図〕

目録システムデータベースは、数多くの図書館の共同分

担入力によるオンライン総合目録である。中山には、図書

・雑誌の総合目録と典拠ガ、含まれ、環状部分には、データ

ベース形成・維持において直接参照引用できる参照データ

ベース群ガ、ある。JAPANMARCなどの参照フ戸イルを

弧大することにより総合目録ならびに個別目録作成の効率

化を実現する。各国のナショナルMARC、出版業界MAR

Cをはじめとするソースデータの導入を、順次弧大してオ

ンライン総合目録登録の能率を向上する。

仁二コ総合目録フ戸イjレ 仁三コ参照フ戸イル 仁二コソースデータ

、、

く津雑誌所蔵〉

？？ 

、、
、、、、、、、、、



（画面例〕

オンライン目録システムは、画面型のユーザーインター

フェースを持ち、初期画面には選択できる9種の処理ガ表

示される。洋図書目録登録を例にとると、模索を行い、書

誌データガ総合目録データベースに登録済の場合には、画

面？で本を確認しだ後、 REGISTERコマンドを入れて画

面3となり、必要な所蔵データを入力して終了する。登録

時には典拠コントロール〈画面2）をはじめ、データの昂

1.津図書書誌詳細表示

2.著者名典拠詳細表示

3.津図書所蔵登録

LOOKUP AUTHOR 
（著者名典拠確認〉

REGISTER 
（所蔵アータ入力〉

12 

質管理、一貫性保持を実現するように構成されている。

ぎ芝、和雑誌目録模索を例にとると、書誌の検索は図書

と同様に行い、書誌詳細表示画面からLOOKUPHOLDINGS 

コマンドを入力すると所蔵館室の検索ができる（画面6）。

なお、書誌詳細表示画面からLOOKUPFAMILYコマン

ドにより誌名変遷マップを表示させることができる（画面

5）。

4.和雑誌書誌詳細表示

6.和雑誌所蔵模索・簡略表示
LOOKUP HOLDINGS 
（所蔵館室表示〉



（目録端末〕

目録鋪末は図書館における目録作業用の端末として開発

されだ。各メーカー目録漏末の主な仕様は、下記の通りで

あるガ＼図書館での各国語の文献の目録作業のために、拡

張文字EXC、（ExtendedCharacter Set）という特

殊戸ルフ戸ベットや音標符号を、容易に入力できるように

設計されているのガ、特徴である。

＠使用文字種

分区 種 53U 字体例 角表刀t 入力方式 備 考 字種数

戸ルフコフベット a b C 

しU】 英 記 さc:::ヲョ ＃ 半 キーボード中の対応する文字， 

fココココ 力 ナ 戸イウ 角 を打鍵

カナ記号
，， 。
、

漢 字 亜以石 カナ漢字変換 主に和書に使用

しむ3 記 さc:::ヲョ * c ※ 全
種

。 洋書の書名標題等を原綴で表記

~ココ) コ ギリシャ文字 α β r 角 コード入力
するだめに使用する

キリル文字 a 6 B 

一特殊戸ルフ戸ベット 記 d β キーボード中の対応する文字を打鍵

弧蚕文字
音標符号っき戸ルフ戸ベット a a <;; 半 キーボード中の音標符号と戸

種I 2重音標符号っき戸ルフ戸ベット ~a o 。
角 ルフ戸ベットの複合打鍵

表示用音標符号
．． 。 ，、、J

入力操作中に過渡的に出現するだけ

．目録端末仕様
（平成元年4月1日現在〉

メーカー 漏末装置 表示能力 ソフトウエ戸構成

富士通 ペースとなる端末 FACOM9450シリーズ 15インチモノクローム（緑、白） UIPはホストと端末上に持つ

日本語入力 カナ漢字変換 全角文字（漢字） 960字（40字×24行）

範張文字入力 辞書登録 半角文字（英数力ナ） 1.920字(80字×24行）

日 立 ベースとなる端末T560/20PS 15インチモノクローム（緑） UIPはホスト上に持つ

日本語入力 カナ漢字変換 全角文字（漢字） 960字（40字×24行）

範張文字入力 直接キーイン 半角文字（英数力ナ）↑，920字（80字×24行）

IBM ベースとなる端末IBM55XXシリーズ 15インチモノクローム UIPは端末上に持つ

日本語入力 カナ漢字変換 全角文字（漢字） 960字（40字×24行） （単狸で動作可能）

甑張文字入力 辞書登録 半角文字（英数力ナ） 1.920字（80字×24行）

日 電 ベースとなる錨末 N6500 14インチモノクローム UIPは端末上に持つ

日本語入力 カナ漢字変換 全角文字（漢字） 1,000字（40字×25行） （通信系のみホスト上）

甑張文字入刀 直接キーイン 半角文字（英数力ナ） 2.000字（80字×25行）

日本DG ベースとなる端末カラー漢字ディスプレイ・ターミナル 12インチカラーディスプレイ（15色） UIPはホスト上に持つ

モアル6358A

日本語入力 カナ漢字変換 全角文字（漢字） 1,000字（40字×25行）

ローマ字漢字変換 半角文字（英数力ナ） 2.025字（81字×25行）

狐張文字入力 直接キーイン

13 
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〔図書館ネットワーク接続〕
学術情報センターの前身である文献情報センターでは、

目録システムを遠隔参加館からオンライン使用していだだ

くため、下図のような2系統のネットワーク接続手順を開

発、運用してきだ。ひとつは大学問コンヒ。ユータ・ネット

ワークCN-1）を採用しだ接続手JI慎であるガ＼漢字や弧張文

字CEXC）の通信機能の定めに、特にXNVT本手JI慎を開発

しだ。もう一方は小規模コンピュータによる接続のための

VTSS＊＊手順である。どちらもユーザー側にはUIP料＊ガ港

載され、高度な画面型マン・マシン・インターフェースを

提供している。今後は一般ユーザー向けの模索サービスに

も、このような新しいマン－マシン・インタフェースガ活

用されてゆくであろう。

学術情報センターコンビュータ

学術情報センタ一
白録システム

N-1×NVT 
プロトコル

N-1手順による接続

タ
一一
一D
l

ユ
一
｜

ピ
一
ン
一U
コ
一

目録端末

（大規棲コンビュータによる参加館〉

例〉目立 Mシリーズ

富士通 Mシリーズ

日電 ACOSシリーズ

VTSS 
プロトコル

（中規模コンビュータによる参加館〉

i9tl）目立しシリーズ
日電 S-100シリーズ

日本DGMVシリーズ

14 

VTSS手順による接続

（小規模コンビュータによる参加館）

例） IBM 5550シリーズ

富士通 9450:Z: 

注

* e×tended NVT甑張NVTプロトコル
場事 Virtual Screen transfar on TSS link 

TSS接続による仮想画面転送方式

本＊＊ User Interface Progra門1



（接続館一覧〕 （平成元年4月1日現在〉

参加組働名 園公利別 利用開始日 参加組織名 国公私別 利用開始日

東京工業大学 園 昭和59.11.20 47 岐阜大学 園 昭和62.12.21 
大阪大学 園 60. 1.16 48 滋賀大学 国 63. 1.19 
3 名古屋大学 園 60. 2. 1 49 愛知淑徳大学 私 63. 1 .29 
4 京都大学 園 60. 6. 1 50 北通道教育大学 国 63. 2. 1 
5 埼玉大学 園 61. 1. 8 51 亨都宮大学 宙 63. 2.15 
6 琉球大学 園 61. 1.13 52 電気通信大学 園 関.2.26 
7 北海道大学 園 61. 2. 8 53 山梨医科大学 園 63. 2.26 
8 京都工芸繊維大学 園 61. 2 .12 54 金沢大学 園 63. 2.26 
9 名古屋工業大学 国 61. 3. 1 55 福岡大学 私 63. 3. 7 
10 東京大学 国 61. 3. 4 56 三重大学 園 63. 3.23 
11 東京学芸大学 国 61. 3.25 57 長崎大学 園 関.3.23 
12 富山大学 園 61. 3.28 58 島恨医料大学 園 関.3.23 
13 成際大学 私 61. 4. 3 59 愛媛大学 国 63. 3.23 
14 慶応義塾大学 私 61. 4 .15 60 香川大学 園 63. 3.23 
15 茨減大学 国 61. 4.22 61 名古屋商科大学 私 63. 3.23 
16 南山大学 私 61. 5 .19 62 浜松医科大学 国 63. 4.25 
17 群馬大学 園 61. 9 .10 関 奈良女子大学 国 63. 8. 3 
18 大阪工業大学 私 61.10. 1 64 図書館情報大学 園 63. 8. 3 
19 九州大学 国 61.12 .18 65 筑波大学 国 63. 8. 3 
20 東北大学 国 62. 1 .20 66 佐賀医科大学 国 63. 8. 4 
21 滋賀医料大学 国 62. 2. 2 67 岩手大学 園 関.8.18 
22 静岡大学 国 62. 3. 2 68 大分大学 園 63. 8.19 
23 広島大学 国 62. 3. 4 69 島根大学 園 63. 9.13 
24 千葉大学 国 62. 3.10 70 酪E理学園大学 私 63. 9.21 
25 兵庫教育大学 国 62. 3.13 71 上智大学 私 63. 9.21 
26 東京農工大学 園 62. 3.16 72 国立天文台 共 63.10. 3 
27 新潟大学 国 62. 3.19 73 鹿児島大学 園 63.10. 6 
28 弘前大学 園 62. 3.24 74 法政大学 私 63.10. 6 
29 横浜国立大学 国 62. 3.26 75 園立歴史民俗博物館 共 63.10.26 
30 山口大学 園 62. 4. 3 76 神奈川工料大学 私 関.10.26
31 福井大学 国 62. 4.16 77 九州工業大学 園 63.12. 6 
32 山梨大学 国 62. 4.21 78 高エネルギー物理学研究所 共 63.12 .15 
33 熊本大学 国 62. 4.21 79 奈良教育大学 園 平成元.1.20 
34 関西学院大学 私 62. 5.12 80 福島大学 園 元.2.17 
35 摂南大学 私 62. 5.20 81 豊橋技術科学大学 園 元.2.17 
36 福岡教育大学 国 62. 8.竹 82 福井医科大学 国 元.2.17 
37 九州芸術工科大学 園 62. 8.竹 83 佐賀大学 園 元.2.17 
38 明治大学 私 62. 8.22 84 秋田大学 国 元.3.14 
39 岡山大学 国 62. 9.24 筋 室蘭工業大学 国 元.3.24 
40 山形大学 国 62. 9.24 86 富山医科薬科大学 園 元.3.24 
41 神戸商船大学 国 62. 9.24 87 小樽商科大学 国 元.3.24 
42 愛知教育大学 国 62 .10. 1 88 熊本商科大学 私 元.3.29 
43 大阪外国語大学 国 62.10.17 89 園際日本文化研究センター 共 元.3.29 
44 中部大学 私 62 .11. 9 90 長岡技術科学大学 国 元.3.29 
45 中央学院大学 私 62 .11.12 91 北見工業大学 園 元.3.30 
46 神戸大学 国 62.12. 2 

園立大＝70 公立大＝O 私立大＝17 国立大学共同利用機関＝4
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I 9. 学術雑誌総合目録データベース編集事業 ｜ 
（事業概要）
学術雑誌総合目録データベースの編集事業は、情報図書

館学研究センター以来の事業であり、現在は、和文編1985

年版データベース及び欧文編1988年版データベースを完成
させ、雑誌サブシステムにて供用している。接続館による

オンライン更新と未接続館による全園調査によるデータ更

新の併用によって、編集事業を推進する。

学総目データベースでは、雑誌名の変遷データを育効に管

理する定めに，r2頂関係」的データ構造を導入している。

これにより、冊子体目録に加えてJ誌名変遷マップJ と都

する雑誌関連図を出力することができ、利用者は求める雑

誌を効率よく模索することができる。

利用・サ ピス形態収録所蔵 参加編 1.lU 調査時点 収録雑誌叡
データ数 機関数 冊子体目錬 個別版DB作成 互支三乙ン模索 CD-ROM開発 学シ術ス情テ報ムセンタ引Ufラ

8.100誌 1982年6月刊
欧 1982年補遺版 1980年8月 75,000件 489機関 30.143誌掲載現在 〈新収分のみ〉

1.383ページ
雑誌サブシステム1980年8月刊

大学個別に諒 1987年4月より 初期データベース人文・社会制学 1978年8月 36.881誌 175.000件 355機関 3上6下88巻1誌掲蹴
に利用

文
欧文編1980年版 現在

2.037ページ 当の書誌・所 学術情報センタ
蔵データをデ －情報模索サー

自然科学殴文編 1978年4月 簸字予 ータペースガ ピス編 38.600誌 373.000件 321機関
ら抽出し、学 (NACSIS-IR) 1979年版＊ 現在

内所蔵目録な として全国の大

：上！：申· ~年7下06ペ誌巻3ー掲月ジ観刊 どを作成する 学図書館・研究 1ベ98ー8年スT重月新データ和 文 編
1983年5月 40,237誌 979,434件 623機関 もの 者に公開

1988年3月和文現在

編CD-ROMを
1989年3月刊 開発 1988年ア月データ欧文編新版

1985年10月 96.091誌 回4,603件 637機関 96.091誌掲蛾
ベース更新現在

白冊6,500'てジ

注〉＊国際医学情報センター編集の原版を再編成したもの。

・学術雑誌総合目録和文編データベース
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いう3段階で行われる。データの内容に立入った調査・点

検という編集の実質的部分は、専門編集員の努力に侯つべ

きものであるため、相当の人員と日数を要する。

（和文編新版データベースの編集過程）

和文編新版データベースの編集は、 ①編集者側における

既存データベースの調査・点模に基く「予備版J の編集、

②参加図書館での所蔵の点横による所蔵データおよび追加

・修正書誌データの起票、 ③これらに基く総合編集作業と

明 11 出

4砂学総日和文編新版データベースの流れ
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I a！.車 i
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｜ 誌名変遷 ｜ 
｜データベース ｜

I 所蔵 ｜ 
lデータベース l

｜ 参加償問 ｜ 
｜データベース ｜

白O機関

田和163年1月

｜ 書誌 I 
｜データベース l

45.000S志

~手タ 出
更新用、追加問、変適用

男」
調査察・記入要項等の配布

｜｜努乎
I 11.200ページ

平成元年9月

移」＝

＠う 』

~ 

大
量一

括
重
新
の
た
め
の
ツ
ー
ル
類

く 〉

｜ 参加機関 I 
lデータベース l

関O機関

I 所蔵 I 
lデータベース i

120白鼠

｜ 話名変遷 ｜ 
lデータベース l

学総目和文編既存版データベース
(1985年版＋オンライン更新分〉

書誌ファイル i I / / 
45.000蕊＼ Iノιー

予備点倹と実酸システムによるオンライン絞正

＋ 
雑誌サブシステム初期データベースとして供用

｜ お名変遷 I I 所蔵 I 
｜データベース ｜ ｜データベース ｜

5.254フ戸ミリ－ 100万所磁

－喜車・所蔵データの点機・綬正と予備版等の作成

↓ 

o予定
平成元年4月初文編新版データベース
amプロジェクト開始
↓ 

平成元年9月和文繍予備版刊行

↓ 
平成元年10月初文編全国調査

↓ 
平成2年3月データ回収

編集作業

↓ 
平成3年4月礎調調査

↓ 
平成4年3月冊子体刊行

。OM
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1-10 ... ＇情報検索サ ーリビスJ--c十 二三
学術情報は、学術研究の動向に伴って、日々生産されて

おり、近年、著しく増大し、かつ多様化している。現下の

情報化時代の中で、学術情報の流通ガ学術研究の展開を左

右するといわれている。

学術情報センターでは、大型コンビュータにあらゆる分

野にわたる 1,300万件以上の学術情報を蓄積し、情報模索

（サービスデータベース一覧〕

＊ 
区 データベース データ件数 収録期間 対象分野
分

Life Sciences Collection 
1982～ 

69万件
最新版
生命科学

MathSci 
1973～ 

61万件 数学
最新版

COM PEN DEX 150万件
1976～ 
最新版

工学

Ei Engineering Meetings 43万件
1984～ 
最新版 工学

一

決、Harvard Business Review 2.300件
1927～ 
最新版 経営学

情

報 ISTP 8. B 124万件
1982～ 
最新版 料学技術

デ

1986～ 医学・
EMBASE 74万件
タ 最新版 薬学

べ
SciSearch 140万件

1987～ 
最新版 自然科学

ス

Social SciSearch 24万件
1987～ 

社会科学
最新版

A 8. H Search 22万件
1987～ 

人文科学
最新版

科学研究費補助金研究成果
25,400件

1985～ 
全分野

概要データベース 最新版

学位論文索引データベース
1984～ 

全分野31,000件 最新版

18 

サービスによって研究者等に、 l必要な情報を迅速かつ的確

に提供し、研究支援を行っている。

サービスデータベースは、現在23種であるが、今後、学

術研究の動向、研究者の二一ズ等を見極めながら充実して

いくこととしている。

内容及び作成機関

抄録｛寸き文献情報。

米国CambridgeScientific Abstracts社。

Mathematical Reviews誌、 CurrentMathematical 
Publications誌に対応する抄録的き文献情報。
米国数学会。

Engineering lnde.×誌に対応する抄録｛寸き文献情報

米国EngineeringInformation社o

The Engineering Conference Index誌に対応する会議録
論文の抄録｛寸き情報。

米国EngineeringInformation社o

Harvard Business Review誌の全文情報。

米国JohnWiley 8. Sons社。

Index to Scientific & Technical Proceedings誌に対応
する会議録の索引情報。

米国Institutefor Scientific Information社o

E×cepta Medica誌に対応する抄録的き文献情報o

オランダElsevierScience社o

Science Citation Index誌に対応する索ヨ｜及びヨ｜用情報。

米国Institutefor Scientific Information社。

Social Science Citation Index誌に対応する索引及び
引用情報。

米国Institutefor Scientific ・Information社o

Art & Humanities Citation Index誌に対応する索引及び
引用情報。

米国Institutefor Scientific Information社o

文部省の料学研究費により行われ芝研究の研究成果報告概要
の情報。

学術情報センター。

我ガ園の大学で授与される博士学位論文の索引情報。

学術情報センター。



区
データベース名 データ件数 収録期間 対象分野 内容及び作成機関分

学会発表データペース第一系 1987～ 電気・ 電気・情報・制御関連学会の全国大会・研究会の発表の概要

〈電気・情報・制御関連〉
18.50凶牛 情報・ 情報。

最新版
制御 学術情報センター。

学会発表データペース第二系 1988～ 化学関連学会の全国大会・研究会の発表の概要情報。

〈化学関連〉
2.00日牛

最新版
化学

学術情報センター。

1983～ 化学関連学会ガ刊行する学会誌掲載論文の全文情報。
化学全文データベース$事 1.44日牛 化学

最新版 学術情報センタ一。
A＇位，＇，I，「》
” 

1969～ 日本圏内で発行されだ図書の書誌情報。
JPMARC Q付Jt_ 80万件

最新版
全分野

園立国会図書館。

1968～ 主として米国で発行され芝図書の書誌情報。
LCMARCCBoolくs) 260万件 全分野

．ず~〆』 " 最新版 米国議会図書館。

ス 1973～ 欧文雑誌の書誌情報。
しCMARCCSerials) 45万件 全分野

,J 最新版 米国議会図書館。
, • 1'l 

目録所在情報データベース 書誌25万件 1986～ 我ガ園の大学図書館等に所蔵される和図書の総合目録情報。

（和図書〉 所蔵75万件 最新版
全分野

学術情報センタ－。

目録所在情報データベース 書誌58万件 1986～ 我ガ国の大学図書館等に所蔵される洋図書の総合目録情報。

〈洋図書〉 所蔵85万件 最新版
全分野

学術情報センタ一。

目録所在情報データベース 書誌4.5万件 我ガ園の大学図書館等に所蔵される学術和雑誌の総合目録

最新版 全分野 情報。
ぺ 〈和雑誌〉 所蔵100万件

学術情報センター。

ス
我ガ園の大学図書館等に所蔵される学術洋雑誌の総合目録目録所在情報データベース 書誌10万件

最新版 全分野 情報。（洋雑誌〉 所蔵84万件
学術情報センター。

そ 大学等で作成、検索サービスされている

他の データベース・ディレフトリ 750件
1988年

全分野 データベースのディレクトリ。

？？月調査 学術情報センター。

＊ データ件数は、平成元年4月当初の件数。
＊＊ 化学全文データベースは、平成元年4月から試行サービス、 9月から本格サービスの予定。
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（情報模索サービスの概要）

。サービス対象
サービス対象は、原則として、学術研究、図書館における参考調査業務のだめに利用する下記機関の教員、研

究職員、図書館職員、大学院生等である。

⑦ 国公私立大学、短期大学、高等専門学校

② 国立大学共同利用機関

③ 文部省所轄機関等

。利用料金

データペースの種類 接 続 料 ヒット料

目録所在情報データベース
各データベースを呼び出す都度（各MARCを含む〉

データベースディレフトリ
30円／回

各データベースに接続している
模索されだ文献について、その

二次情報データベース 時間に対して
書誌情報あるいは抄録等を端末

50円／分
に出力しだ件数に対して

13月／件

化学全文データペースのフ戸クシミリサービス 34円／枚

－利用料金は、合計額に消費税相当分（3%）を加算しだ額になります。

－利用料金受払いの費目は、国立学校校質、公私立学校の経費の他、文部省料学研究費補間金、私費等を自由に選択できる。

。サービス日時

曜 日 サービス時間 i ※巴曜日、園民の祝日、年末年始は、

月曜日～金曜日 ｜ g:oo～20:00 サービス休i上。

土曜日 1 g:oo～14:00 
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+NACSIS-IRへの接続
NACSIS-IF引を利用するだめには、利用者の手元にある端末機を通信回線等を通して学術情報センターのコン

ビュータに接続するl必要ガあり、接続方法としては、次の2種類を用意している。

① 

② 

ネットワーク接続：最寄りの大型計算機センターや情報処理センターを経由する方式

直接接続 ：公衆電話回線等 CNTT）を介しての学術情報センターへの直接接続方式

学術情報センター

公衆電話回線

大型計算機センター

情報処理センタ一等

利用者

（又は、第2種パケット受換網〉

。利用ガイド

情報検索サービスの円滑な利用を図るだ

め、利用の手引、各データベースの利用マ

二ユ戸ル、ビデオを作成し、配布している。

種類

利用の手ヨ｜

マ二ユ戸ル

ピデオ

21 

名 柿

情報模索サービス利用の手引

LIFE SCIENCES COLLECTIONデーヲベース利用者マ二ユ戸ル

MathSciデータベース利用者マ二ユ戸ル

COMPENDEX. El ENGINEERRING MEETINGS 
利用者マ二ユ戸ル

Harvard Business Reviewデータベース利用者マ二ユ戸ル

ISTP 8. B データベース利用者マ二ユ戸ル
EMBASE データベース利用者マ二ユ戸ル
SciSearch, Social SclSea「ch,A 8. H Search 

利用者マ二ユ戸ル

科学研究費補間金研究成果概要データペース利用者マ二ユ戸ル

学位論文索引データベース利用者マ二ユ戸ル

学会発表アータベース利用者マ二ユ戸ル

JPMARC. LCMARCデータベース利用者マ二ユ戸ル

目録所在情報データベース利用者マ二ユ戸ル

データベースディレワトリ利用者マ二ユ戸ル

化学全文データベース試行サービス用利用者マ二ユ戸ル

NACSIS-IR情報検索入門



l竹．データベースの作成
学術l情報は、主として研究者の研究によって生産され、

研究は、その生産されだ学術情報を基礎として、次の場面

ヘ展開していくというサイクルを繰り返す性格のものであ

る。ま芝、今回、学術研究の発展とともにその学術情報は

飛躍的に増加し、かつ多種多様なものとなっているo この

ため、膨大な情報の中から必要な情報を迅速、的確に入手

（データベース作成の概要〕

学会・研究者

（ 学会発表データベース 〉

大会・研究会の開催

研究発表 口
データシート

（発表の概要）

〈化学全文データベース 〉

学会誌の刊行

研究論文 回
学会誌臼刷用

電算写植データ

〈電子学術論文データベース 〉

研究論文 自
論文原稿

することができなければ、学術研究を効率的に進めること

は困難であるといわれるまでに至っている。

そこで学術情報センターでは、学術情報データベースの

作成を促進することによって、研究者ガ、必要としている情

報の迅速、的確な提供をはかつているところである。

文部省

科学研究費補助事業

研究成果

科学研究費補間金研究成果

概要データベースロ
料学研究費 実蹟報告書

報告書概要

学術情報センター

データベース作成事業 情報横索

サービス

寸
寸
斗

簿一一ヨ詔
一一一二

三

授

E
一一
三

位

打
卜
L

学
Eヨ

学術情報データベース実態調査票

大学等

学位の授与

学位論文

データベースの

作成・運用

データベース
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（データベースの作成・導入とシステム開発）
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デ

模索システムの開発 データベースの導入

入
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。学会発表データベース

学会の大会・研究会等における研究発表は、最新の研究に関する極めて重要な情報源である。

学術情報センターでは、学協会の協力を得て、大会・研究会の発表概要を即時にデータベース化し公開している。現在、

以下の2類型のデータベース作成しており、今後さらに拡大していく予定である。

情報源 ｜大会 ・研究会発表の概要等を記入しだデータシート〈著者用データシート、大会・研究会データシート〉

主な項目 ｜標題、著者、著者所属、概要（和文 300字、英文 100語程度〉、キーワード等

第一系（電気・情報・制御関連〉

電気学会、照明学会、電子情報通信学会、テレビジョン学会、情報処理学会、計測自動制御学会、
対象学協会 ｜

システムl情報制御学会、日本ソフトウ工戸科学会、人工知能学会

収録年度 ｜昭和62年竹月以降に開催されだ大会・研究会の発表〈学会によって収録開始時期は異なる〉
データ件数 I1s.5oo件 ｜年間増加予定件数 115.000件

第二系〈化学関連〉

対象学協会 ｜高分子学会、日本セラミックス協会

収録年度 ｜昭和63年4月以降に開催されだ大会研究会の発表（学会によって収録開始時期は異なる〉

データ件数 I2.00α牛 ｜年間増加予定件数｜5.000件

。 。
・岡町 ... 

..‘” 

一一一一

。学位論文索ヨ｜データベース

情 報 源 学｛立授与名簿（又は、学位授与報告書〉

主な項目 論文標題、氏名、学位授与大学、学｛立の種類等

収録年度 昭和59年度以降授与分
収録対象大学 149大学〈園内の博士号授与大学をほぼ網羅〉
データ件数 31.000件｜ ｜年間増加予定件数 ｜約 8.000件

。データディレクトリ

情 報 源 学術情報データベース実態調査

主な項目 データベース名、作成者名、データベースの内容、件数等

収録年度 昭和63年度調査結果に基づ＜
収録対象 大学等で作成 ・運用しているデータベース

データ件数 75α牛
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。化学全文データベース

全文データベースは、論文等の本文等をすべて収録しだデータベースであり、模索利用者は、本文中のill!,，要箇所を模索、表
示できると同時に、論文等の本文を複写等によることなく、端末画面上で続むことができる。学術情報センターでは、全文デ

ータベースに対する必要性ガ高い化学系の学協会の協力を得て、ます化学全文データベースから作成を開始し、サービスを公

開する。学術論文には、数多くの図表、数式、化学式等ガ含まれているが、このような画像データは、通常の文字型の端末画

面上には表示できないだめ、利用者の手元にあるフ戸ツクスに出力することができるシステムによって提供している。

情報源 学会誌（印刷用電算写植データを流用〉

主な項目 標題、著者、 著者所属、概要、論文本文、図表、引用文献、掲載雑誌名、巻号等

収録年度 昭和58年7月以後に発行された学会誌〈学会誌によって収録開始時期は異なる〉
対象学協会及び学会誌 高分子学会〈高分子論文集、 Polimer0ourna1) ザ’，、 4
データ件数 2.200件 ｜年間増加予定件数 ｜ 300件
〈注〉平成元年4月ガら試験運用、 9月からサービス。

（電算写植データ〉（論文原稿〉

（学会誌〉

＋科学研究費補助金研究成果概要データベース

文部省科学研究費補助金による

研究成果の迅速な流通を図るだめ

に、文部省の協力を得て研究成果

の概要をデータベース化して公開

している。

（端末機による模索とフ戸クシミリへの出力〉

情報源 実績報告書〈毎年度〉、報告書概要〈最終年度〉

主な項目 研究課題、研究代表者、所層、研究概要、キーワード、発表論文リスト等

収録年度 昭和60年度補助分以降
収録種目 奨励研究を除く全種目〈昭和60、61年度分は一部の種目は未収録〉
データ件数 25.400件 ｜年間増加予定件数 ｜約11.000件
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ト 12.電子メールサービス l 

電子メール CNACSIS-MAIL）は、学術情報ネットワ

ークの情報通信サービスの一環として、全国の大学等の研

究者・職員に対して電気通信技術を用いだメッセージの配

送・保管サービスを実現するものである。この電子メール

によって、時間需を問わず、迅速な情報交換が可能となる。

（電子メールシステムの概要）

＠電子メールシステムと機能

／＇’二、 r,,:1 、＇ ？三句〈

電子メールサービスは、学術情報センター内の大型コン

ビュータであるACOS1000システムを中山としだシステ

ムによって行われている。

電子メールサービスを実現する定めに、学術情報センタ

ーに電子メールシステムガ導入されている。現在は大型コ

ンビュータであるACOS1000システムを中山としだシス

テムとなっており、総計200万人以上の利用者に対して、

サービスができるよう構成されている。

電子メールシステムは、海外の同様なシステムとメール

の受換をすることも可能である。このだめ、電子メールシ

ステム聞の通信方式〈プロトコル〉として、 CCITTC国

際電信電話諮問委員会〉とISOC国際標準化機構〉ガ共に

国際標準として定めているMHS (Message Handling 

System）を採用して、国際性の維持に配慮している。ま

だMHSは、今後の情報通信の標準戸ーキテクチャである

OSI 〈開政型システム間相互接続〉に基づいており、学

術情報ネットワークのOSI化の第一号としても位置｛寸け

られている。

電子メールは、手紙を封筒に入れて投函するように、電

子メールでは電子的な封筒〈エンベロープ〉を｛寸けて手紙

ACOS1000 

NACSIS-MAIし
電子メールシステム

ま芝、学術情報ネットワークの国際接続により、当面米国

のCSNE丁、 BITNETを経由して外国の研究者との聞で

もメールの受換が可能となる。このサービスによって園内

外を問わず、学術情報の流通を促進することを目的として

いる。

－文書を配送する。このエンベロープには、発信者、受信

者の所属・名前等ガ記載されると共に、配送の条件（緊急、

親展、書留、不在時の処置等〉を指示することができるよ

うになっている。

電子メールを受信すると、私書箱に相当するメールボッ

クスに格納される。受信者は自分のメールボックスから随

時随所からメールを取り出すことができる。このメールボ

ックスは学術情報センター内の電子メールシステムに利用

者ごとに設けられる。

電子メールシステムに戸クセスする定めには、公衆電

話網や第二種パケット~換サービスを介しだ無手順端末

からの戸クセス、 N-1ネットワークのNVT C仮想漏

末プロトコル〉による戸クセス、 VTSS方式による図

書館システムからの戸フセスガ用意されている。これら

の選択は利用者lこまかされている。

ま芝、電子メールの倍加サービスとして、通信相手の宛

先名を容易に知る機能や宛先をニックネームとして登録・

利用するディレクトリ・サービスや任意のグループ内で自

由に掲示や案内を出すことのできる電子掲示板サービスも

行っている。

学術情報ネットワーク
公衆電話回線

第T種パケット受換網
CN-1プロトコル、VTSSプロトコル）
第2種パケット受換網
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電子メールシステムへの登録は、直接学術情報センター

で、まだは大型計算機センターを介して随時受｛寸けている。

当面、園内の電子メールサービスの利用は無料となってい

る。

．電子メールシステムへの登録

電子メールを利用するには、利用者の所属・名前を登録

し、メールボックスを開設することが必要であるo この利

用者名によって発信されだメールガ自動的にメールボック

スに配信される。

＠メッセージの受信電子メールシステム＠メッセージ作成と送信

口
口
口
口
目
。

受信者

（大塚大学）
大塚花子

口
口
口
口
口
ロ
マ

発信者

（学術情報大学）
学情太郎

く使用例〉
SYSTEM ? SIMAIL 
帥材料本 MHS吉TARI＊取材料ホ REV 1.01 s9;02;20 u,os,31 
MHSOOl Rコマンド S［印D]OR R［臥D]OR S[CAN] ? R 
MHS002 Rメールタイプ S［印D]. R〔回IVE]OR D[ELI児RY〕？ R 
MHSlOl I全メッセージ数： 1
M出102I検索ID: 0001 コンテント長・ 520
聞Sl04I発信者：学術情報大学／学術学部／学術情報学科／学情太郎
M出 105I主題・第l国学術情報研究会の開催通知
MHS003 R D[ISPL Y] OR E［脳E]? D 

判柿榊臥工L判柿本
MHSi02 I検索ID: ID 0001 メッセージ長・ 250
くオプション〉
発信時刻 印／02/2010: 19: 06 
コンテントタイプ： P2
オリジナルタイプ： IA5テキスト
オリジナルタイプ：テレテックス
配信優先度：普通
IPメッセージ識別子： IP020502191019 
発信者：学術情報大学／学術学部／学術情報学科／学情太郎
主題 ー第 1回学術情報研究会の開催通知

くメッセージ〉
第 1回学術情報研究会の開催のお知らせ

下記のと おり、研究会を開催しますので御参集下さい。
日時 平成元年4月1日〈金〉 午後2日寺から午後5日寺
場所 学術情報大学学術学部第一会議室〈別館2階〉
内容 本研究会の進め方について他

材料柿＊四D判事取材車
問i5003R D[ISPLY] OR E印刷？∞肥

89/02/20 10:10:10 
SYSTEM ? SIMAIL 
料柿柿場閉~I ＊材料柿 REV 1. 01 
MHSOOl Rコマンド S［凹D]OR R［臼DJOR S[CAN] ? S 
MHS004 R送り先
MHS009 R組織名 ？ 大塚学
MHSOlO R部局名 1 ？一理事吉~
MHS011 R部局名2 ？ 帝報科学科
MHS014 R個人名 ？ 大琢--ir:子－－
MHS014 R個人名 ？ て歪有丈芳〉
M出010R部局名 1 ？ て歪有丈力〉
MHS009 R組織名 ？ 〈空存丈芳7
MHS004 R送り先 ？ 〈歪有丈芳〉
限i5005R主題 ？ 第 1団事荷南級研究会の開催通知
悶i5006Rメール テキスト ？ 
権 第1国学術情報研究会の開催のお知らせ
場下記のとおり、緋究会を開催しますので御診察下さい．
ホ H時 半成コE年 4月 11::1 L金 J 午後2B寺から午後50寺
車 場所 学術情報大学学術学部第一会議室LiJIJ館 2階J
車 内容本緋究会の進め方について他
調ド

MHS007 Rオプション・？D肘
限i5007Rオプション ？ーて空行入力〉
MHS116 Iメールを受け付けま七定一一ー
MHS112 I IPメッセージ識別子： IP020502191019 
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13.国際接続

昭和例年度から整備を開始した学術情報ネットワークは、

昭和63年度から学術情報の国際的な流通墓盤を整備し、海

外との通信を可能とするだめに国際接続を行っている。

その目的とするところは、第一に学術情報センターが所

育する各種データベースの利用を海外の研究者にも提供し

ていくこと、第二に海外の研究者との闘でも電子メールの

受換を司能とすることとなっている。

その第？ステッブとして米国ワシントンにある米国国立

科学財団（NSF: National Science Foundation）に学

（国際ネットワークの構成〕

英国

28 

術情報ネットワークの海外ノードを設け、ここを介して米

国からのデータベース模索を可能とし、さらに米国内の主

要な電子メールネットワークとの聞で電子メール通信を可

能としている。

第2ステップとしては、平成元年度に英国図書館 CBL

: British Library）と接続し、データベース検索を可能

とする予定であり、さらには英国内の学術研究ネットワー

クとの接続も計画している。



（データベース模索〕

NS FとBしに数台の日本語端末を設置し、海外ノード

から学術情報センターの IRシステムのデータベースを模

索する。提供するデータベースは、学術情報センターガ、独

自に作成しだ次の6種類のデータベースである。

（提供するデータベース〕

・科学技術研究費補助金研究成果概要データベース

〈日本語・英語〉

・学位論文索引データベース（日本語〉

・学会発表データベース〈日本語・英語〉

・目録所在情報データベース〈和雑誌〉（日本語〉

・目録所在情報データベース

（洋雑誌〉〈英語その他及び日本語〉

（国際電子メールサービス〕

海外ノードとの聞に設置しだ国際専用回線により、今後

海外の主要な学術研究ネットワークとの接続を図ってゆく

が、当面米国Ns Fを中継して米国の国際電子メールネッ
トワークであるCSNE Tと接続している。さらにはB

ITNE Tとの接続も予定している。この国際電子メール

NACSISC東京〉

通信機器

IRシステム

．データベースディレクトリ（日本語〉

これらのデータベースは、わが国の学会における主要な

研究動向を把握するうえで育益であり、例えば、料学技術

研究費補助金研究成果概要データベースにより、わが国に

おける学術分野の主要な研究動向を理解することができる

し、学会発表データベースは電気、情報、制御関連の8学

会の研究会等で発表される研究報告をまとめだもので、研

究開発の過程にあるものが多く、園際的に強い関l山ガ寄せ

られている。

サービスは、これまで実施している国際標準のMHS方式

による電子メールサービス CNACSIS-MAIUの一環と

して行っているもので、園内のみならず海外の研究者との

聞の学術情報の受換を促進することにより、学術研究を支

援するものである。

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
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[ 14~－冨際活動 l 
学術情報センターの国際活動の展開は、学術情報

の本質であるグローバルな場での蓄積と流通に基礎

を置いている。学術情報システムの狙いも、わが国

の学術情報の国際的な流通に対応して、はじめてそ

の本格的な実現ガ望み得るものとなる。このことを

反映して、学術情報センターの国際活動も、発足以

来年包に新たな進展を見せ、目録所在情報サービス、

情報模索サービス、データベース形成事業などセン

ターの事業、及びそれを支える国際共同研究活動を

含むセンターの全ての業務に及んでいる。更に今回

の米国Ns Fとの接続を機に、園際的な場での事業
展開という新たな次元に入りつつあるということが

出来る。ここには、継続的な国際活動から、学術情

報システムの構築に関わる海外OB事情調査と学術

研究論文数の国際比較調査について紹介する。

学術情報システムの構築に関わる海外DB事情調査

電気通信授術の展開とその情報サービス、図書館サービスへの導

入は、世界各国において急速に進展しつつあり、データ涜通の国際

化は緊急の課題となっている。各種のネットワーク組織の運営・運

用には各国狙自の背景ガあると同時に各国共通の問題もある。世界

各国の学術情報に関する現状の把握は、我ガ園における学術情報の

将来的あり方ならひ．に学術情報センターの開発計画にとって緊急の

課題である。

データベースでは、データベース作成方法、契約に先立つ情報交

換などにより相互の信頼性を確立すること、情報模索では、国際水

準の維持、システムの国際受流の促進、データベースの国際的提供

－の条件整備、そしてネットワークでは、国際接続の運営課題の解決、

テスト環境整備などの具体的課題がある。

学術情報に関わる研究の国際動向の把握と海外研究者との受涜に

よって、我ガ園の学術情報システムの発展に寄与することを目的と

している。

学術研究論文数の国際比較謁査

近年、我ガ園の国際的役割の深化に呼応して、学術研究の側面で

も、その国際的位置問けをめぐって、さまざまの意見ガ園内外から

出されるようになっている。この点について、育力な文献抄録デー

タベースの中に我ガ園の著者の手になる論文ガどの程度採録されて

いるかを調査して、ひとつの定量的指標を得ることを試みだ。その

結果の概要は文部省学術園際局刊の小冊子にまとめられているガ、

1976年から1985年の10年間での我ガ国の論文採録叡の伸びは目ざま
しく、対象とした24の研究分野の殆どにおいて米国に次ぎ第2位、
まだは米ソに次ぐ3位という順位を獲得している。これは「外国製」
データベースを対象にしている関係上、我ガ園の研究活動水準の向

上という要因に加えて、海外からの我ガ国研究への関1仏，の高まりと

いう要因ガ重層しているとみられ、さらに詳細な分析を行う一方、

今後の動向にも注目してゆく必要ガあると思われる。

30 

米国

日本

西独 ／、 ＼＼十 ／／／ ＼英国

一一一一CASearch 
100十…… INSPEC

--・-COMPENDEX 

フランス ー一一EMBASE

データベース別人口比換算論文数の対米指数

(1985年米国＝100) 



I 15.研究活動 ｜ 

研究開発の特徴

学術情報システムは、全国の大学等の情報処理関係施設・図書館等をつないで、その所蔵する文献やデータベース等の情

報資源を共同利用する一方、これら機関の研究者聞の研究コミュニケーションを促進するだめのネットワーク・サービスの

提供を行うことを目的としている。学術情報は本質的には国際的に共同されることにより真価を発揮するものであるから、

当然国際的な流通ガ、要求される。学術情報システムは、学術情報データベースはもちろん、その処理と伝達のだめのハード

ウ工戸及びソフトウ工戸ガ整備されて初めて充分な機能を発揮するものであり、そのための研究開発も、~＇然的に総合的な

研究開発を指向するものである。

学術情報センターにおける研究開発は、この事を反映して5つの特徴を備えている。第？に、学術情報システムは主題を

問わず我が国の大学を中山とする研究者全体をサービス対象とし芝、多様な構成要素から成る極めて大規模なシステムであ

る。第2に、学術情報システムの構築ガ、我が国において初めての試みであるのはもちろん、世界においても類例をみない

ものであるだめ、先端的な研究開発が求められている。第3に、純粋な研究開発でなく、実用に耐えるシステムの構築・運

用という具体的な目標を実現させる実用性である。第4には、このシステムガ人間・機械系を含む社会システムであること

から、理工学的及び社会科学的戸ブローチを統合する学際的な研究開発である。そして第5には、海外各国との学術情報の

流通に貢献するだめの国際性である。これらの特性を踏まえだ研究開発は、それにふさわしい規模と、他の研究機関との共

同研究等の運用における柔敵性ガ必要とされている。

このような研究開発活動は、学際理学・工学の大講座を通じて、東京大学を始めとする、大学院教育や各種のプログラム

への参加を~＇然的に伴っている。

専門分野ごとの研究活動

研究開発部の活動は、専門分野の知見を活かしだ縦構造の研究体制と、ミッションに従つだ異なる専門分野の協力による

横構造のプロジェクト体制とのこつの型に大別できる。専門分野に基づく研究活動は次のようである。

学術情報研究系

広く学術情報システムの構築・形成の在り方から始まって、目録

所在情報の標準化、大学図書館のハウスキーピングの機械化、電子

図書館、電子出版などの研究開発、数値・画像等のフ戸クト情報、

抄録・索引等の二次情報など各種学術情報データベースの構築 ・管

理手法の研究開発、キーワードの自動抽出法等情報検索の自動化技

術、引用分析等を含むデータベースの計量書誌学的研究と研究手法

の開発、データベース形成の効率化、評価、田質管理等の研究開発、

学術情報システムの最適利用に関する研究開発、更に、国際サービ

ス、特に東戸ジ戸地域におけるサービスにil:d,＼須な、多文字種表記に

対応するシステムの研究開発等を行っている。
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システム研究系

学術情報システムを実現するだめの大規模データベース・システ

ムの設計と開発、ハードウ工戸・システムに関する研究開発力ら始

まって、学術情報端末、目録端末の研究開発、システムの省力化運

転の定めの技法の開発、学術情報システムの構築に必要な各種ソフ

トウ工戸〈情報検索、端末、典拠コントロール、一次・二次情報デ

ータベースの統合化利用等〉に関する研究開発、学術情報システム

形成のネットワーク技術の研究開発、ネットワーク接続方式CPAD

方式〉の開発、電子メール、フ戸イル転送等の研究開発、学術情報

VANとフ？クシミリ通信等に関する研究開発、cc同 OMによる
出版の評価、使い勝手のよいヒューマン ・インタフェースの在り方

の研究等を行っている。



プロジェクト型の研究活動

研究開発部における研究活動の第2の型は、学術情報研究系、システム研究系の別、あるいは各研究部門の別を越えて、

特定のテーマに応じてそれぞれプロジェクト・チームを編成して研究開発に当たる、横構造のものである。だとえば刺学

研究費補助金による研究プロジェクトはその典型である。発足後3年を経過し、その研究成果も次々とまとまりつつある。

以下にその主要なものを紹介する。

密結合型図書館システム

学術情報センターの目録所在情報サービスは、全冨大学図書館をオ

ンライン的に結合して、目録業務の分担化と全国総合目録データベ

ースの形成を目指して運用されており、その利用館も革大している。

利用館では、その図書館独自の機械化処理を、上記のサービスに育

機的に接合しだ利用形態ガ望まれるガ、そのだめには、図書館側の

システムの開発を目指して、科学研究費総合研究「学術情報ネット

ワークにおける密結合型図書館システムの諸機能の高度化とその応

用」を昭和61、62年度に図書館情報大学、慶慮義塾大学、国文学研

究資料館の研究者との共同研究により実施しだ。そこでは、密結合

型システムの育効性の横討、その実現に向けての問題点、の分析から

密結合型端末システムの試作にい芝る一連の研究により、この種シ

システムの実用化の定めの基礎的データガ整備されだ。さらに、63

年度には「密結合型図書館ネットワークにおける統合業務システム

の研究」として、標記システムの具体化を進めている。
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データペース形成事業

学術情綴センターの事業

学術用語標準化のための最適手法の開発とその高度利用

学術用語の標準化は、学術研究成果の正確な伝達と理解の促進と

いう本来の使命に加えて、データベース形成と情報模索システムの

進展にともなって、情報検索用語の中核をなすものとしてその重要

性ガますます高まっている。本研究は、文部省編の 「学術用語集J

を対象として、学術上の概念を表す用語（学術用語〉を体系的に整

理し、平易簡明にし、標準化を計り、その活用をはかるだめに、 （1)

学術用語形成作業の省力化、巴）データベース化、による高度利用の

研究と実用システムの開発を目的とし定。その結果、 『学術用語標

準化の手ヨ｜』改訂案を作成し、学術用語データベース・システムに

ついての要求条件を設定し、保守サブシステムと模索サブシステム

の設計方針を定め、実際のデータベース形成では、 「学術用語集Jの

入力データ仕横を設計し、入力を行つだ。今後、各学会における学

術用語制定の作業を吏援しつつ、その高度利用の開発を意図してい

る。



光学的媒体を用いだデータベースシステムの開発

最近、 C0-ROM Cコンパクトディスク〉や光ディスクガ大量

情報の配布の定めの媒体として急速に普及しつつある。この研究は、

このような動向に即応して、光学的な大容量記憶媒体を用いる新し

い形態での学術情報データベースの在り方を横討しようとするもの

である。

学術情報の流通については、従来主としてオンライン形態のサー

ビスの範充に力ガ注ガれてき芝ガ、最近のパーソナルコンビュータ

ないし、ワークステーションの普及、周辺装置の低廉化を考えると、

今後はCD-ROMなどの媒体の利用により、一層面多面的な情報の涜

通・形成を図ることガ可能であろう。本研究では、学術情報センタ

ーの持つデータベースの、オフライン的形態での利用の可能性を探

っている。情報の形態としては、文字のみならず画像情報を含んだ、

マルチメデイ戸・データベースを想定している。

学術情報システムにおける総合目録の機能と運用

科学研究費補即金一般研究Cとして昭和61-62年度に「学術情報シ

ステムにおける総合目録の機能と運用に関する研究」を進め定。オ

ンライン・ネットワークによる総合目録システム｜こおける問題点は、

り遡及変換、 2）典拠コントロール、 3）目録データの均一性の維持、

4）既存の大規模目録データベースとの関係伺け、 5）入力体制、 6）教

育訓練など多岐にわだる。

国立国会図書館における典拠データベース、日本料学技術情報セ

ンターにおける典拠作業、学術情報センターの著者名典拠、学術雑

誌総合目録、 Utlasの典拠システム、 NACOとしSP、イリノイ大

学図書館の業務、 LC名前典拠レコードの参照構造の分析、そして

典拠コントロールの目的・機能・構造などの横討を行つだほか、総

合目録ならびに遡及変換の事例研究として英国図書館ガ創設しだE

STC「18世紀」資料の世界的総合目録の開発について調査しだ。
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ネットワーク接続可能な高性能ワークステーションの開発

本研究は、広域ネットワークを介して情報システムに戸クセスで

きるような性能を持つワークステーションの開発を目的とし、具体

的な実用化の対象としては学術情報センターガ大学図書館に対して

サービスしている目録システムで使用するだめの装置をとり上げて

いる。本研究の成果は、（1)X.25、X.28に準拠しだVTSSプロトコル

の仕様設計、包）UNIXベースのプロトタイプシステムの実現、（3）ホス

ト計算機システムにおけるVTSS対応通信、ノフトウ工戸の開発、（4)

製造メーカに対する端末システムの制作要請とそれに伴う開発活動

の援助、にまとめられる。これらのソフトウ工戸は、，3，だつの大学

に移植されて目録システム利用実験に供されだ。VTSSソフトウ工

戸の開発lこ応じだ製造メー力は現在5社あり、図書館ネットワーフ

での実用！こ供されているが、今後とも性能向上のための横討あるい

は新規参入するメーカに対する支援を行っていく。

時間論理に基づく通信規約記述言語の研究

データ通信、コンピュータネットワーク、ディジタルネットワー

クを構成する痕術体系は、今日統一化され、相互の関係ガ整理され

ている。この統一体系はOSIC解股型システム間相互接続〉と呼ば

れ、学術情報センターガ全国規模で構成している学術情報ネットワ

ークでも順次採用されつつある。このOSIの体系の下に、情報通信

の手順を詳細に規定するだめに、各種のプロトコル〈通信規約〉ガ

国際的に定められている。現在、この規約に基づいて、通信機器や

通信制御ソフトウ工戸ガ開発されている。

この現定を、コンビュータガ直接理解できるよう記述することは、

通信ソフトウ工戸の自動作成に寄与するだけでなく、製自の昂質を

維持するだめにも怒ましいことである。さらに、通信制御手順の論

理ガ、正確に記述できる手法ガ開発されれば、製昂の論理的正当性

を横証する手法も一貫して議論できる。これらは、今後の学術情報

ネットワークを高度化する際に活用される基盤授法となる。

本研究は、以上を目的として時間論理に基づく記述授法と検証論

理との融合を論じだものであり、研究成果の一端は、国際標準化の

規格に反映されている。



ローカルエリア・ネットワークにおけるDBサーバの実装

最近、学内ネットワークのような名郡で、多数のワークステーシ

ョンを結合し疋LAN（ローカル工リ戸・ネットワーク〉の利用ガ一

般化しようとしている。 LANを使用し芝データベース・サービスの
形態は各種のものガありうるガ、特に育望なのは、ネットワークの

中にデータベース管理の専用ノード、すなわちデータベース・サー

パを置くものである。本研究では、 CD-ROMを使用しだデータベ

ース・サーパを試作し、この形態のシステムについて、基礎的検討

を行つ疋。

複合情報システムにおけるユーザインタフエース

複数の情報源を同時に利用するだめのユーザインタフェースとし

て、最近の計算機授術の成果の一つである工ンジ二戸リング・ワーク

ステーションなどの機能を利用し芝高度な対話環境の実現ガ必要で

ある。この実現に向け、まず、学術情報センターのオンライン総合

目録システムや情報模索システム、あるいは他のセンターやローカ

ルな情報検索システムの横断的戸フセスにおいて必要となる論理的

連携について分析を行つ定。

この結果を受け、マルチウインドウや視覚的表現、及びポインテ

インゲデバイスの機能を用いて、情報の模索、表示及び入力の効率

を高度化するだめのユーザインタフェースの設計を行い、これを横

証するだめの模擬システムとしてプロトタイプの開発を行つだ。特

に、複雑な構造を育する情報を表現するだめの方式、及び特殊な文

字の入力を効率化する方式について詳細な横討を行った。
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オンライン原文書戸クセスのための画像通信システム

本研究の目的はオンライン・ドキュメント・戸クセスのための文

書入出力・通信方式の基礎的研究を行うことである。ドキュメント・

データの蓄積・通信方式として、ページのドット・イメージにしてお

く方式と、特定のドキュメント整形プログラムのソース形式を使用

する方式ガある。将来の全文データベース・サービスや電子出版サ

ービスとの整合性を考慮すると後者の方ガ優れており、これを中山

に開発を行つだ。

400dot/inchの精度を持つプリンタとドキュメント整形ソフト

ウ工戸を組み合わせ芝プロトタイプシステムを制作し、これを館内

ネットワーク上で動作させることガできだ。図表データの入力、遠

隔フ戸クシミリへの画像出力などについて、さらに研究を継続して

いる。
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教育・広報プログラム

・目録システム講習会

目録所在情報サービスを円滑に利用・運用するだめに実施す

るもので、受講対象者は、原則として本センターと接続してい

る図書館等の業務担当者としている。ま芝、特定の大学図書館

の協力によって地域講習会を実施し、教育訓練の機会の拡大を

図っている。

〔目録システム講習会］

．総合目録データベース実務研修

目録所在情報データベースへのデータ入力〈目録業務〉の定

めの各接続図書館における中核的、指導的人材を養成するだめ

のものである。研修の修了者は地域講習会の講師を担当する0

・セミナー

学術情報システムを構築する定めの知識・技能の修得を目的

としり図書館情報システムの管理と要員育成の能力の開発（図

書館システム課程〉と、2）データベースの形成・運用能力の開

発〈データベース課程〉の2課程で構成している。

・情報検索サービス講習会

大学等の研究者等ユーザーを対象に、情報模索の方法等に関

する知識・技術習得のだめの講習会を計画している。

・広報活動

学術情報センターでは、学術情報等に関するシンポジウムの

開催など広報活動も実施する。

~~圏直置曙翠誌面

．． ， 

ti 

' a 
ー」＇ .. 

守嶋崎制自ら貯

やh 』 ー ｛

「吋明
与互理祖

〔学術情報センターシンポジウム〕
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刊行物

①情報検索サービスの利用の手引（1987.4)

一利用申請から模索まで－

②情報検索サービスの利用の手引（1988.4) 

一補遺版－

③NACSIS-IR利用者マ二ユ戸ル

1.COMPENDEX Ei ENGINEERING MEETINGS 

編（1987.11) 

2.洋雑誌目録所在情報データベース編（1987.竹〉

3.LIFE SCIENCES COLLECTIONデータベース編

(1988.3) 

④目録所在情報サービス利用の手引（1986.12)

⑤目録システム利用マ二ユ戸ル

1.データベース編（1986.12)

2.模索編（1986.12) 

3.登録編（1987.3)

⑥電子メールシステム利用の手引（1988.4)

一利用申請から使い方まで－

モノグラフ

・学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編 1980年

・学術雑誌総合目録人文・社会科学欧文編誌名変遷マップ 1981年

・学術雑誌総合目録欧文編 1982年

・学術雑誌総合白録和文編予備版 1983年

・学術雑誌総合目録和文編 1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版〈本編｜～11)1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版（別編） 1985年

・学術雑誌総合目録欧文編予備版誌名変遷マッ71985年

・学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップ 1987年

・学術雑誌総合目録欧文編 1989年

逐次刊行物

・学術情報センターニュース

・学術情報センター要覧

・学術情報センタ一紀要

ビデオテープ

・学術情報のトータルネットワークを目指して（1986.12)

・NACSIS-IR情報検索入門（1983.3)

・学術情報のトータルネットワークを目指して（改定版）（1989.3)
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・センター・スタッフ

所長

企画調整官

．管理部

管理部長

総務課長

庶務係長

人事係長

国際交流係長

会計課長

課長補佐

総務係長

経理係長

用度係長

施設・管財係長

共同利用課長

共同利用係長

研修係長

情報・資料係長

．事業部

事業部長

システム管理課長

課長補佐

システム管理係長

システム業務係長

ネットワーク係長

データベース課長

課長補佐

企画係長

文献データベース係長

数値・画撮データベース係長

目録情報課長

図書目録情報係長

雑誌目録情報係長

・研究開発部

研究開発部長

学術情報研究系

研究主幹〈教授〉

教授

教授

助教授

問教授

助教授

助手

助手

システム研究系

研究主幹〈教授〉

教授

助教授

問教侵

助教授

助手

・評議員 〈任期：昭和63年6月？日～平成2年5月31日〉

センターの事業計画その他の管理運営！こ関する重要事項について所長に

悶言する。

阿南

稲田

岡村

岡本

木田

小山

清水

下山

関本

田中

長倉

中込

西原

松田

松家

松山

森

山

筑波大学長

大阪大学名誉教授

東京電機大学・理事

科学技術会議・議員

独協学園・理事長

国文学研究資料館長

日本私学振興財団・理事長

大東文化大学法学部教授

慶慮義塾大学・常任理事

東京工業大学長

総合研究大学院大学長

園際電信電話（株）代表取締役副社長

早稲田大学総長

国立極地研究所名誉教授

国立遺伝学研究所長

九州東海大学長

前東京大学長

日本電信電話株）代表取締役社長

吾

雄

宏

志
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二

秀

三
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男

夫
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英

亘

生
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総
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雪

春

達
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公

36 

開

．運営協議員〈任期：昭和63年6月7日～平成2年5月31日〉
共同研究計画に関する事項その他のセンターの運営に関する重要事項で、

所長ガ必要と認めるものについて所長の諮問に応じる。

安達 勤 筑波大学構造工学系教授

育馬朗人 東京大学長

市川惇信 東京工業大学大学院総合理工学研究

科長

北海道大学触媒化学研究センタ一長

国立歴史民俗博物館考古研究部長

東京大学医学部教授

東京大学附属図書館長

東京大学大型計算機センター長

国立民族学博物館第2研究部長

東京大学法学部教授

慶慮義塾大学研究・教育情報センタ

一所長

金沢工業大学客員教授

京都大学附属図書館長

図書館情報大学教授

学術情報センター研究開発部長

学術情報センター学術情報研究系研

究主幹

学術情報センターシステム研究系研

究主幹

学術情報センター教侵

学術情報センタ一教授

学術情報センタ一教授
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允
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案内図 GUIDEMAP 

池袋

新宿

干川通り SENKAWA-DORI AVENUE 

叡育の森公・
KYOIKUNOMORI 
PARK 

東京大学理学部附・値物園
KOISHIKAWA BOTANICAL 
GARDEN UNIV.TOKYO 

学術情報センター
NATIONAL CENTER FOR 
SCIENCE INFORMATION 
SYSTEM 

窪町東公園
KUBO-MACHI HIGASHI PARK 
筑波大学（大嫁旭区E館〉
TSUKUBA UNIV. 
!ix送大学東京第2学習センター
TOKY0(2)STUDY CENTER 
UNIV. OF THE AIR 



学術情報センタ－

NATIONAL CENTER 

FOR SCIENCE INFORMATION SYSTEM 

干竹2東京都文京区大塚3-29-1TEL 03-942-2351 C代表〉
(03-814-4931（管理部〉

FAXイ03-942-9398（事業部〉
l03-942 2919（研究開発部〉

TELE×J27634 NACSIS 
3-29-1 OTSUKA. BUNKYO-KU. TOKYO 112 0APA
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